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要 望 書 

 

藤岡市市長 新井利明様  

２００３年 １月 ２０日  

 

 市 内 の 笹 川 流 域 に は 昔 か ら の 田 園 風 景 が 部 分 的 に 残 さ

れ て お り 、 こ れ を 生 存 基 盤 と す る 市 天 然 記 念 物 の ヤ リ タ

ナ ゴ ・ マ ツ カ サ ガ イ 等 が 県 内 で は 唯 一 、 自 然 状 況 で 生 息

し て い ま す 。 ま た 植 物 に お い て も 、 多 野 藤 岡 地 区 で は 絶

滅 と さ れ て い る ハ ン ゲ シ ョ ウ 、 ミ ゾ コ ウ ジ ュ 、 カ ワ ヂ シ

ャ な ど （ 水 辺 の 草 本 ） 県 の レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク 掲 載 種 が

少なからず 生存 し ていま す 。 

私 た ち は こ の よ う な 水 辺 環 境 が 豊 か な 藤 岡 に 住 む 市 民

として 、笹川流 域全体 を市民生 活 と調和 する ｢ふ る さ と の

小 川 ｣と し て 再 生 さ せ 、自 然 の 中 で 野 生 の生物 と遊び・学

ぶ 「 輝 く 子 供 の 顔 が あ ふ れ る 郷 土  藤 岡 」 に し て い き た

いと願うも のであ ります 。 

笹川 の源流 域付近 におい て 、県営 ほ場整備事 業（藤岡南

部 地 区 ） が 進 捗 し て い る 状 況 に あ り ま す 。 そ の た め に 以

下 の こ と を 要 望 す る と と も に 、 同 時 に そ の 実 現 の た め に

主 体 的 に 協 力 す る 意 志 と 用 意 が あ り ま す こ と を 表 明 い た

します 。 

 

１） 藤岡南部 ほ 場整備 事業 のな か で 、市天然 記念物 マツ

カサガイ (ヤリ タナゴ の産卵母 貝 )等の保護、 保全を 図

って 頂きた い 。 

  藤岡南 部地区 ほ 場整 備事業 が 始まり、市 天然記 念物
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マツカサガ イ が絶 滅 の危 機に瀕す ると 案じて おりま し

たが 、彼ら の 生息 に適す る環境水 路 を創り保 護保全 が

図られるこ ととな り 、非 常に喜ば しいことと 思って お

ります 。是 非 、環 境水路 を彼らの 生息に適し た 環境 と

することを 主目的 として 考えてい ただきます よう 、 要

望いたしま す 。 

 

２） そのために 問題 と なる 水路 の 維持管理作 業 （主 に除

草・土あげ 作業） につい て 、主体 的 に関わる 意志が あ

ることを 表 明 いた します 。 

市民として 行政に 依存す るのみで はなく 、自らも「 輝

く子供の顔 があふ れる 郷 土  藤岡 」の創造を 目指 し て

努力 する所 存 であ ります 。 

 


